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研究成果の概要（和文）：クラスＡ作用素、(p,k)-quasihyponormal 作用素等の構造、性質を明
らかにした。特にこれらの作用素の quasinilpotent part を求め、ある条件の下で
Fuglede-Putnam 定理、及び Weyl 定理が成り立つことを証明した。 
 
研究成果の概要（英文）：  We study structure and property of class A operators, 
(p,k)-quasihyponormal operators. Especially, we get a formulation for quasinilpotent part 
of these oprators and prove they enjoy the Fuglede-Putnam theorem and the Weyl's 
theorem under certain conditions. 
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１．研究開始当初の背景 
 ヒルベルト、バナッハ空間上の作用素論で
正規作用素は標準的な性質を持つ。これは等
式で定義されるが不等式で置き換えたハイ
ポノーマル作用素は多くの研究を産み出し
た。古田不等式は作用素不等式で有名である
が、そこから現れたピーハイポノーマル、ロ
グハイポノーマル作用素は面白い性質を持
つことが発見され、ここから多くの興味ある
研究がなされていた。 
 
２．研究の目的 
 こ こ で は ク ラ ス Ａ 作 用 素 、 
(p,k)-quasihyponormal 作用素、paranormal 

作用素などの構造、性質を調べるのが目的で
ある。特に、Fuglede-Putnam 定理、及び
Weyl 定理、Bishop の性質ベータが成り立
つ条件などを調べたい。 
 
３．研究の方法 
 仙台で行われる作用素・作用素環論セミナ
ーなどを通して、国内外の研究者と議論しな
がら、研究を進めている。また、各研究会で
発表などを行っているが、その旅費や謝金な
どに本科研費を使っている。 
 
４．研究成果 
 ①では I.H. Jeon, I.H. Kim, 内山敦と共
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同 で ク ラ ス A 作 用 素 、 
(p.k)-quasihyponormal 作 用 素 の
quasinilpotent part の特徴付けを行った。
また、クラスＡ作用素、さらに拡張したクラ
ス (A,k)-作用素の孤立点スペクトルの性質
を明らかにした。②では長宗雄、古谷正と共
同で Xia スペクトルを計算した。③では I.H. 
Jeon, I.H. Kim, 内山敦と共同で作用素が自
己共役になる条件を与えた。④では Patel, 内
山敦と共同で (p,k)-quasihyponormal 作用
素等がある条件の下で Fuglede-Putnam 定
理を満たすことを示した。⑤では Mecheri, 
内山敦と共同で (p,k)-quasihyponormal 作
用素等が Weyl の定理を満たすことを示した。
⑥では内山敦と共同で paranormal 作用素
が Bishop の性質ベータを持つことを示し
たが、最近になってこの証明に誤りがあるこ
とがわかった。⑦では Braha と共同で 
k*-paranormal 作用素が Bishop の性質ベ
ータを持つことを示したが、これは⑥の結果
を用いているので主定理は k*-paranormal 
作用素がスペクトル条件 (II) を持つと訂正
する必要がある。これらの訂正については訂
正論文が認められた。⑧では内山敦と共同で 
hereditarily normaloid 作用素が  single 
valued extension property を持つことの証
明 を 行 っ た 。 ⑨ で は 内 山 敦 と 共 同 で 
k*paranormal 作用素と  Bishop の性質ベ
ータとの関係をまとめた。⑩では高橋眞映、
三浦、高木と共同でウラム型の  stability 
problem をある種の同型写像で考えた。⑪で
は長宗雄、太田と共同で m-isometry の面白
い例を発表した。⑫では内山敦と共同で 
*-paranormal 作用素の性質を調べた。 
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